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川又 俊則・寺田 圭吾 1) 
 
Yogo teacher and Gender (1) 
―A case of one male assistant― 
 




In the Suzuka junior college, there are several male students who acquire Yogo teacher 
licenses every year after the co-education in 1992. But, it does not necessarily get used to a 
Yogo teacher. First of all, male Yogo teachers are only less than 1% in this country. In the 
health management center of our college, it became arrangement of every one man and 
woman from the current fiscal year. In this article working record and narrative of a male 
assistant are analyzed, and it is considered as the start which considers the problem of a 
Yogo teacher and gender. As for this case, Yogo teacher does not have a gender difference as 
well as other precedence researches, and the usefulness of arrangement was shown. 
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本学養護教諭免許状取得者数  （人） 

















女 男 女 男
小学校 23,890 5 22,515 4 1,370 1
中学校 10,918 8 10,401 5 509 3
高等学校 6,740 13 6,085 11 642 2
中等教育学校 29 0 23 0 6 0
盲学校 79 0 74 0 5 0
聾学校 131 0 124 0 7 0
養護学校 1,368 10 1,194 10 164 0
幼稚園 455 2 350 2 103 0
合計 43,610 38 40,766 32 2,806 6
校種 養護教諭 養護助教諭養護教諭・助教諭全数 うち男性







 明治新政府は教育に関する規定として、「学制」を 1872（明治 5）年に公布した。 
子どもたちの就学率が徐々に高くなる過程で、トラコーマ（当時の名称はトラホーム）とい




 1924（大正 13）年、文部省により第 1 回学校看護婦講習会が開催され、同職者たちが一同































































を理由とする者は、小学校で 12,645 人、中学校で 54,171 人、合計で 66,817 人だったのが、
2006（平成 18）年度間では、小学校 23,824人、中学校 102,940人、全体で 126,764人とほぼ
倍増している 14)。「いじめ」をきっかけに不登校になったと学校側が認める国公私立の小中学















































 船木雄太郎らは、大阪府内の公立小学校 100校、中学校 100校、高等学校 70校、養護学校





 津村直子は幾つかの調査を報告している 23)。本稿では、2003（平成 15）年 11月に実施した
６人の男性養護教諭および、48 都道府県・13 大都市の教育委員会に対する質問紙調査を見て
みよう（教諭は全員回答。教育委員会は回収率 81％）。養護学校 3人、高校 3人の男性養護教




 村上智明らは、2003（平成 15）年 11～12月、全国の男性養護教諭 8名と北海道旭川市の男
性勤務校の児童生徒 161名、同市内非勤務校の児童生徒 367名を対象に質問紙調査を実施した
24)。児童生徒の養護教諭の性別に関する意識や男性養護教諭の利点・問題点等が追究された。
男性養護教諭は 8 名中 5 名が 20 歳代、７名が複数配置校勤務だった。彼ら自身、思春期の女





















































































































































延べ数 休養処置 相談 延べ数
休養
処置 相談
4月 10 10 0 30 16 14
5月 12 9 3 117 73 44
6月 59 50 9 457 167 90
来室目的 来室目的























によれば、保健室を利用している児童生徒たちは、一日平均で、小学校 41 人、中学校 38 人、
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本日は特に目立った症状で来室する学生はいなかった。来室者は 27 人。内訳は女性 24 人、
男性 3人、内容は休養処置 4人、相談 23人だった。比較的落ち着いた一日だった。 
















































































来室者 12人。内訳は女性 9人、男性 3人、内容は休養処置 2人、相談 10人だった。 
今週の月曜日から金曜日までの来室者（延べ）数合計は 103人（平均 20.6人）。内訳は女性









































































































































































































４）男性看護師は 2006（平成 18）年 12 月 31 日現在で全体の 4.7%（38,028 人）である（平成
18 年衛生行政報告例：厚生労働省統計表データベース収載統計調査 http://wwwdbtk.mhlw.go.
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jp/toukei/index.html 参照 2007.11.21）。男性保育士は 2007（平成 19）年 4 月現在で全体の
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健室』創刊以後、「からだの学習」の取り組みが進んだという（藤田,1999,前掲書,26）。 






14）文部科学省生涯学習政策局調査企画課，平成 19 年度学校基本調査速報について，平成 19
年８月（http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/07073002/001.htm 参照 2007.11.21）  
15）文部科学省初等中等教育局児童生徒課,平成 18 年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸





























び受け入れ意識について」, 『第 53 回日本学校保健学会講演集』,490-491.竹村絵水・飯野崇
他,2007,「生徒の男性養護教諭に対する認知、および受け入れ意識について（第２報）－男性
養護教諭勤務校における調査」, 『第 54 回日本学校保健学会講演集』,316. 
26）田邊太郎,古賀由紀子,2007,「男性養護教諭に対する意識調査」, 『日本養護教諭教育学会
第 15 回学術集会抄録集』,74-75. 
27）横堀良男,2007,「小中併置校の実践から―地域とのかかわりを通して見えること」,『日本






















































年 10 月 22 日）。2000 年 12 月に開設し、臨床心理士・精神科医ら４名のカウンセラーおよび各
学部教官５名による学生相談員、留学生アドバイザーなど 16 名のスタッフがいて、2002 年は




数配置と男性養護教諭について」,『第 50 回東海学校保健学会総会講演集』,17. 
45）朝日新聞,2007 年 12 月 9 日.具体的な他の事例として、1997 年のある中学校で一週間記録
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を取った調査では、全校生徒 700 名の学校で一日平均 94．5 名、同 385 名の学校で 197．3 名（い
ずれも延べ人数）だった。ただし来室理由のそれぞれ 38.4％、52.0％は「仲間や先生とのおし
ゃべり」だった。前者の 2 番目の理由は「体調が悪い」17.8％、後者の 2 番目の理由は「友達
の付き添い」11.0％だった（宍戸洲美編,2000,前掲書,106-108.）。 
46）朝日新聞,前掲. 
47) 例えば、東山弘子は、自らの相談事例を「心理不適応相談」「教育相談」「職業相談」「その
他」の大分類、「心理不適応相談」は「人生観、対人関係、恋愛問題、家族関係、言語障害、性
格問題、心理障害、精神障害」、「教育相談」は「学部・科・進路、学業、課外活動・教養」、「職
業相談」は「卒業後の進路、職種選択」などの小分類した集計を示しつつ、相談内容を検討し
ている（東山,1991,前掲論文,111-130.）。 
